
折り紙の数学ー正ｎ角形を折る操作数についての考察ー

目的

これまで 折り紙で作図できる
正多角形について

今回 折り紙で正多角形を
折るときの操作数について

仮説
正n角形のnの値と操作数には、nの約数に関し
て関係があるのではないか
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折り紙の折り方を分析する手法
⒈ ある操作数で作図可能な図形を探る

⒉ 折り紙で正多角形を折るとき、折り紙公
理のどの操作を使うかを分析し、削減可能な
操作を探る

まとめ
正n角形のおおまかな操作数は、今回の結果か
ら、nの素因数を調べることで最小に近い値を
予測することができる。

折り紙の性質の利用

角の２等分
正p角形の各頂点がとれていて

直線𝑦 = tan
2𝜋

4𝑝
𝑥が次の操作で折れるとき

正2p角形の各頂点は、その操作でとれる

正n角形と正2n角形の関係

角の３等分
正p角形の各頂点がとれていて

直線𝑦 = tan
2𝜋

3𝑝
𝑥 , y = tan 2

2𝜋

3𝑝
𝑥

が次の操作で折れるとき
正3p角形の各頂点は、その２操作でとれる

正n角形と正3n角形の関係

結果１
上の1.は計算量が多すぎて断念した
2.の結果から角の二等分線を折る操作が多
く使われていることが分かった

角の二等分を減らせばいい

前提条件
面積無限の平らな平面

伸縮しない紙

折り紙公理に基づく操作のみ

操作数：折り紙上で直線を引く操作のことを

１操作と定義

折り紙の重心の座標を原点（0,0）とし、折り

紙の頂点の座標を（1,1）とする

正多角形の各頂点は円𝑥2 + 𝑦2 = 1上にとる

（複素数平面の利用ができるという観点から）

結果２

角の２等分の利用

角の３等分の利用


